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研究成果の概要（和文）：本研究は、申請者が平成26年度までに科学研究費を受けて作成した「英語物語コーパ
ス」に基づいて、英語による絵本物語の展開の特徴を調査し、収集した物語で多く用いられているレキシカルフ
レーズを参考にして、日本の小学校に於ける英語指導で活用できる英語の物語とその学習ステップとなる指導内
容や方法を公開したものである。
まとめとして、作成した英語物語を教材としてアクション・リサーチを行い、絵本を用いての英語指導に於いて
も、学習者からより多くの英語の応答を得る鍵となるのは、指導者による英語の質問と教師が質問後に学習者に
充分なwait time　(待ち時間）を与えることが必要であることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study first investigated some distinctive features in the development 
of stories of English picture books as well as the lexical phrases used in those books.Then based on
 those data, the researcher created English stories for lower-level elementary school students in 
Japan. 
By using one of the stories created by the author, action research was administered. The results 
show that teachers’ use of English in the classroom and offering learners enough wait time before 
they speak out is essential, especially for lower-level elementary school learners. 

研究分野： 英語教育　第二言語習得

キーワード： 英語絵本　教材としての英語絵本の作成　英語絵本教材の指導効果　指導でのwait timeの重要性

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小学校に於ける教科としての英語教育は日本ではまだ始まったばかりであり、指導の成果をあげるには、どのよ
うな内容を、どの言語で、どのように指導することが効果的なのかについての研究はまだ不十分と言える。教科
としての指導で用いるテキストの内容や指導法については、更に豊富な研究が望まれる。
本研究の成果は、英語母語話者から収集した英語絵本物語コーパスを基礎データとして作成した英語絵本を使用
した最終リサーチで、初級学習者が自らの気持ちや考えを英語で伝える力を育てるには、教師と学習者間の英語
によるやり取りと学習者の回答を待つ充分な時間が必要であることを示した点にあり、これからの初級英語教育
の示唆となろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究は、科学研究費助成事業（基礎研究）として平成21(2009)年まで継続して行った「日本人英語学
習者のコーパス作成」に端を発している。 
 
(2) 平成 22(2010)年からは、「英語話者の物語コーパス作成とレキシカルフレーズ中心のリスニング教材の
提供」をテーマにデータの収集をスタートした。さらに平成27(2015)年からは、2020年からの小学校英語
教科化に備えて、リスニングに加えて、学習者が聞いた内容をより深く理解できる教材として絵本をどのよ
うに活用するかをテーマに、「英語母語話者の物語コーパスに基づいた慣用句を中心とした絵本教材の作成
と提供」に関する研究を行うこととなった。 
 
２．研究の目的 
(1) 第二言語習得研究で示された、指導者の発話と学習者の応答についての様々な研究と、英語を母語とす
る国々の英語指導で用いられる絵本のデータを基に、絵本を用いた様々な英語指導法を検討する。 
 
(2) 日本における初級の英語指導に役立つ、様々な英語の絵本を扱っている日本や海外の書店を紹介すると
共に、指導法についても英語を母語とする児童への指導を参考に、日本での絵本を用いた英語指導の効果に
ついて検討する。 
 
(3) 指導者の英語と日本語の発問に対応する児童の英語と日本語の応答の頻度を比較対照することで、絵本
を用いた英語指導をより効果的に行うための方策を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成26(2015)年からの研究では、収集済の「英語物語コーパス」に収められた物語の語彙使用の特徴と
物語の展開を分析した。 
 
(2) 上記の結果を活かして、使用頻度の高い慣用句を用いた初級レベルの英語指導で利用できる物語のサン
プルを数編作成した。 
 
(3) さらに、それらの絵本の指導に於いて、指導者の発問のタイプによって、児童の英語による発話量の違
いについてアクション・リサーチ法を用いて観察し、絵本を用いた指導に於ける指導者の留意点を調査し
た。 
 
４．研究成果 
(1) 昔話の代表である、『三匹の子豚(The Three Little Pigs』や『赤ずきん(Little Red Riding Hood)』に似
た物語はヨーロッパばかりでなく、アジア、アフリカに存在し、すでに1世紀ごろから語られていた『オオ
カミと 7 匹の子山羊』を起源としていると考えられる。英語母語話者が語ったこの二つの物語のコーパス
（研究者作成）のType/Token Ratio（述べ語数÷異なり語数）を比較すると、『赤ずきん』が16.77で『三
匹の子豚』が13.29であり、2つの物語の難易度は『赤ずきん』の方が少し高いことが示された。また、N-
gramによる分析では、『三匹の子豚』にも『赤ずきん』にも、聞き手の記憶に残るようなフレーズが繰り返
し用いられていることが明らかとなった。加えて、“Once upon a time、～.”のような決まり文句の使用が多
く、昔話を題材とした絵本は、学習教材としても適切であると言えよう。 
 
(2) 『英語話者の物語コーパス』から抽出したレキシカルフレーズを参考にして作成した物語数編をWEBに
掲載し、英語指導に役立てるためのサイトを掲載した。（図1参照） 
 
(3) また、同資料を参考に、擬声音や擬態音の指導を中心とした英語の絵本(Ton-chan’s Adventure)を出版
し、それを用いて英語指導を実施したところ、児童は指導者の日本語発話によりも英語発話に対して英語で
の応答が多く、また、指導者が自身の発問後に児童からの応答を待つ時間(wait time)を充分に取ることが
効果的であることが示された。（図２参照） 
 
 
 

図１．Toby’s Friends    ・・・     
 
 



指導手順 
1.Toby's Friendsを聞いてみよう  
2.Toby's  Friends を利用した活動 
 
基礎 
① 絵本を見る：絵本の絵とTotal Physical Responseを利用して語彙を学ぶ。 
   例：TPRで新出語彙の指導 
② 物語を読み聞かせる：絵本を繰り返し読み聞かせ時には教師がアドリブを入れる。  

例：教師の読み聞かせ 
   １回目：少しゆっくりと大げさな抑揚をつけて、新出語彙をできるだけで明確に発音       

しながら読み聞かせる。①のTPRに続いて行う場合は、子どもが物語と一緒に動作をして 
も良い。２回目以降：学習者の興味を引くようなページの開き方（たとえば、少しずつペ 
ージの絵を見せながら、学習者に次の話の展開を想像させる）などを工夫しながら、数回繰り返して
読み聞かせ、最終的には普通の速さで読んで聞かせる。 

③ ジャズ・チャンツ：子どもたちに絵本に出てくる「～が好き」のフレーズ(like(s) to + V)をジャズ・.
チャンツの手法でリズムをとって繰り返し、練習する。次に物語をひとつのセクションごとに伴奏に
合わせて語って聞かせ、子どもたちと一緒に歌ってみる。できればSection 1 から5までをジャズ・
チャンツの伴奏にあわせて一緒に歌ってみる。 

発展 

④ 歌：この物語を歌の伴奏にあわせて歌い、同上のフレーズを練習する。初めは教師も参加して、目標

としているフレーズのみを学習者が歌うが、定着後はその他の部分も歌ってみる。 

⑤ 子供の物語への一部参加：TobyやTobyの友達の挨拶の部分を言ってみる。基本的な挨拶の部分のみ

の参加。 

⑥ 物語に登場するTobyになっての物語への一部参加：Tobyが好きなこと(I like to walk, I like to   

skip等)を子どもに言ってもらう。 

⑦ ロール・プレイ：物語に登場するTobyやTobyの友達の対話を子ども達が行う。展開２の劇のための 

導入ともなる。 

展開１マイ・ストーリーの作成 

⑧ 子どもに好きな犬の名前をつけてもらい、その名前を使って教師が絵本を読み聞かせる。 

⑨ 犬が他にどんなことが好きかを想像してもらい犬の活動を増やすことで、子供たちと一緒 に物語を 

膨らませる。 

⑩ 子どもに自分の好きな名前をつけた犬の話を１セクションずつしてもらう。 

⑪ 子もに「～が好き」のフレーズ (like(s) to + V)を使い自分のことを話してもらう。Do you like   

to ～?の疑問文とその答え方も練習する。 

展開２劇を演じる 

⑫ 教師、または、子どもがナレーターを行い、その他の配役を子どもたちが行う。 

    子ども達の自作の物語に基づいて劇とすれば、同様のプロットでも少しずつ違った内容  
 
図２．指導者の英語の質問とwait time の増加による学習者の英語発話量の増加 
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